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■パワーリフティングを始めたきっかけは
伊藤さん：子どもが生まれた時に、これから苦労するこ
とがあっても自分の力で乗り越えられる強い子に育って
ほしいと思い、自分が何か頑張っている姿を見せたくて
体を鍛え始めました。中央緑地体育館のトレーニング室
に通い始めて、大会に出ている人から誘われたことがき
っかけでパワーリフティングを始めました。
辻さん：私は元々ボディービルを長くやっていたのです
が、たまたまボディービルの大会とパワーリフティング
の大会の開催時期がずれた年があって、そこで以前から
興味のあったパワーリフティングの大会に初めて出場し

ました。当時、伊藤さんが三重県パワ
ーリフティング協会の理事長をしてい
らっしゃって、身近にパワーリフティ
ングを教えてくれる人がいたことも、
転向の大きなきっかけとなりました。

■６月の世界大会を振り返って
伊藤さん：昨年は優勝することができたのですが、２位
と2.5ｋｇ差と僅差でした。今年はその昨年２位のキルギ
スの選手と２年前に優勝したペルーの選手が出場すると
いうことで、接戦になると思っていました。結果的には、
３種目計９回の試技全てに成功して、マスターズⅡ74ｋｇ
級の世界新記録となる582.5ｋｇで優勝できました。

辻さん：私は今年５連覇がかかっていたのですが、世界
大会の判定の厳しさを知る結果となりました。パワーリ
フティングは見た目が成功していても、足が動いてはい
けないなどいろいろなルールがあり、今回はファウルを
取られることが多くて、銅メダルに終わりました。試合
を振り返ってみて、誰が見ても成功という試技をしてい
かないと世界では通用しないということを学びました。

■今後の目標は
伊藤さん：年齢は上がってきていま
すが、自己ベストを更新できるよう
頑張っていきたいです。９月に来年
の世界大会の予選となる全日本マス
ターズがあるので、そこで１位をと
って辻さんのように連覇を続けていきたいです。
辻さん：連覇が途切れて再びチャレンジャーという立場
になって、パワーリフティングに対してますます意欲が
湧いてきました。自分の中で上限を決めず、力の付く限
り、チャレンジを続けていきたいです。

老若男女、各分野で活躍するさま
ざまな「四日市人」を取材して、
その人の言葉で四日市の魅力な
どをお伝えするコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」
でも紹介します。
　日時：８月１日～31日
　月水金日　９：30、20：30
　火木土　  12：30、20：30
■ＣＴＹ－ＦＭで毎月第２・第４日
曜日放送の「よっかいちわいわ
い人探訪！」でも紹介します。
　日時：８月12日・26日
　　　　８：54、14：54　

伊藤高行さん、辻紀子さん
６月にカナダのカルガリーで開催された「マスターズクラシックパワーリフテ
ィング世界選手権大会」。日本代表として出場し、マスターズⅡ（50～59歳）
74ｋｇ級で金メダルを獲得した伊藤さんと、同じくマスターズⅡ47ｋｇ級で銅メ
ダルを獲得した辻さんにお話を伺いました。
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